
 

みんなで協力して学校祭を彩ろう 

学校長 岩下 清彦 

「黄金の10月」（Der goldene Oktober）を迎え、木々 の

色づきに秋の深まりを感じる頃となりました。子供たちは

白い息を吐きながら、元気に登校してきます。 

３つの学期の中でも２学期には多くの校外学習を予定して

おり、８・９月には、小・中学部とも修学旅行を予定どおり

実施することができました。天候にも恵まれ、小学６年生は

ミュンヘン、ケーニッヒスゼー、ベルヒテスガーデン方面

で、中学２年生はベルリン、ポツダム、ハレ方面で、ともに

事前学習の成果を十分に発揮して、実り多い思い出深い修学

旅行となりました。また、小学１・２年生は合同でフランク

フルト動物園見学に、小学３年生はスーパーマーケット見学

に、中学１年生はリューデスハイムへ葡萄収穫体験に、中学

３年生は市庁舎見学に、それぞれ行ってきました。学校を離

れて、ドイツならでは、フランクフルトならではの貴重な経

験、体験を通して、現地理解を深めることができました。 

さて、今月１２日・１３日開催予定の「学校祭」に向け

て、各学年とも準備、練習に協力して取り組んでいます。今

年度の学校祭のスローガンは児童生徒会の提案をもとに、

「一彩合祭（いっさいがっさい）―喜びを紡げ―」に決まり

ました。全校児童生徒みんなが一丸となって、協力して学校

祭を彩ろうという思いが込められています。また、学校祭で

の喜びを、学校祭が終わった後にも紡いでいってほしいとい

う思いも込められています。全校児童生徒みんなでつくり上

げ楽しみ合う学校祭に、そして、達成感や成就感を実感でき

る学校祭にしてほしいと願っています。 

子供たちは舞台発表を成功させようと一生懸命に取り組ん

でいます。教室からは台本の読み合わせの声が、音楽室から

は明るい歌声が聞こえてきます。また、発表に使う用具など

を作る姿も見られます。学校祭のような日頃の学習の成果を

ステージで表現、発表する活動や、主体的に取り組む活動を

通して、子供たちは自信をもち自己肯定感を高め、他者を尊

重することや協力することの大切さを学ぶなど、心の大きな

成長につながります。 

保護者の皆様には、これまで同様、お子様の話に耳を傾

け、励ましていただければ幸いです。学校祭当日は、多くの

保護者の皆様のご来場を心からお待ちしています。 

 

 
 
１０月 神無月（かんなづき）：OKTOBER 
 ２日（水）児童生徒朝会  

３日（木）Tag der Deutschen Einheit 

     （ドイツ統一の日） 

４日（金）移動可休日 

６日 (日) ヤーパンターク 

 ７日（月）中３：実力テスト 

 ８日（火）後期児童生徒会役員選挙 

１１日（金）学校祭準備 

１２日（土）学校祭１日目 

１３日（日）学校祭２日目 

１４日（月）・１５日（火） 

学校祭振替休業日 

１６日（水）秋季休業（～２２日） 

２３日（水）後期時間割開始 

２４日（木）全校朝会 認証式 

２５日（金）後期委員会 

２８日（月）中３：進路面談（～11/1日） 

部活動 

３０日（水）職員会議 縦割り活動 

      中２：パイプオルガン見学 

３１日（木）部活動 

 

１1月 霜月（しもつき）；NOVEMBER 
 １日（金）後期委員会 中３：進路面談 

 ４日（月）部活動 

 ５日（火）中：駅伝大会 

６日（水）避難訓練 

７日（木）部活動 中３：実力テスト 

 ８日（金）後期児童生徒総会 

９日（土）土曜授業参観・学級懇談 

１１日（月）土曜授業参観振替休業日 

１２日（火）小２：Leipziger買い物体験 

１３日（水）児童生徒朝会  

１４日（木）部活動     

１８日（月）部活動 

１９日（火）小５：現地校交流(受入) 

２０日（水）中：期末テスト（～２２日） 

２２日（金）後期委員会 

２５日（月）部活動   

２７日（水）全校朝会 職員会議 

２８日（木）部活動 

２９日（金）中１：現地校交流(受入) 

※ 予定は変更になることがあります。 
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